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表
彰

◆
法
務
大
臣
表
彰

　

原　
　

清
さ
ん
（
椋
野
）

　
（
保
護
司
）

◆
平
成
20
年
度
山
口
県
更
生
保

　

護
事
業
功
労
者
顕
彰
式

　
（
11
月
７
日
・
山
口
市
）

○
社
団
法
人
全
国
保
護
司
連
盟

　

会
長
表
彰

　

福
田
ア
ツ
子
さ
ん
（
久
賀
）

○
社
団
法
人
全
国
保
護
司
連
盟

　

会
長
内
助
功
労
者
表
彰

　

奥
原
和
枝
さ
ん
（
秋
）

○
中
国
地
方
更
生
保
護
委
員
会

　

委
員
長
表
彰

　

竹
本　

諭
さ
ん
（
神
浦
）

○
中
国
地
方
保
護
司
連
盟
会
長

　

表
彰

　

山
崎
正
實
さ
ん
（
日
前
）

　

山
中
敏
雄
さ
ん
（
小
松
）

○
山
口
保
護
観
察
所
長
表
彰

　

岸
田
欣
三
さ
ん
（
伊
保
田
）

○
山
口
県
保
護
司
会
連
合
会
長

　

表
彰

　

矢
野　

浩
さ
ん
（
西
屋
代
）

　

浅
原
賢
明
さ
ん
（
外
入
）

○
中
国
地
方
更
生
保
護
委
員
会

　

委
員
長
感
謝
状

　

高
瀬
一
郎
さ
ん
（
小
松
開
作
）

○
山
口
保
護
観
察
所
長
感
謝
状

　

橋
本
浄
子
さ
ん
（
西
安
下
庄
）

○
山
口
県
更
生
保
護
女
性
連
盟

　

会
長
表
彰
（
７
月
17
日
・
東

　

部
ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会
）

　

藤
本
ト
ミ
子
さ
ん
（
油
良
）

　

田
村　

恵
子
さ
ん
（
三
蒲
）

◆
山
口
県
選
奨
（
産
業
功
労
）

　

西
川
孔
子
さ
ん
（
西
安
下
庄
）

　
（
周
防
大
島
町
生
活
改
善
実

　

行
グ
ル
ー
プ
連
絡
協
議
会
会

　

長
）

◆
平
成
20
年
度

　

山
口
県
花
い
っ
ぱ
い
運
動　

○
教
育
長
賞　

津
海
木
寿
会

　
（
新
井
正
憲
会
長
、
会
員
40
名
）

　

11
月
27
日
、
山
口
県
庁
で
行
わ

れ
た
「
平
成
20
年
度
山
口
県
花

い
っ
ぱ
い
運
動
優
良
団
体
等
」
の

表
彰
式
に
お
い
て
、
津
海
木
寿
会

が
『
教
育
長
賞
』
を
受
賞
し
ま
し

た
。
こ
の
賞
は
、
花
を
育
て
花
に

親
し
む
こ
と
を
通
し
て
、
環
境
の

美
化
、
青
少
年
健
全
育
成
、
地
域

連
帯
感
の
醸
成
な
ど
の
地
域
づ
く

り
に
顕
著
な
功
績
の
あ
っ
た
団
体

に
贈
ら
れ
ま
す
。

　

津
海
木
寿
会
は
、
年
間
を
通
し

て
土
作
り
か
ら
育
苗
、
灌
水
等
の

花
づ
く
り
を
行
う
こ
と
に
よ
っ

て
、
津
海
木
地
区
の
環
境
美
化
だ

け
で
な
く
、
会
員
並
び
に
地
区
民

全
体
の
助
け
合
い
・
親
睦
・
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
の
参
加
な
ど
、

潤
い
の
あ
る
地
域
づ
く
り
を
目
指

し
て
い
ま
す
。
こ
の
様
な
活
動
が

認
め
ら
れ
て
、
今
回
の
受
賞
と
な

り
ま
し
た
。

◆
第
２
回
山
口
県
総
合
芸
術
文

　

化
祭
・
第
45
回
山
口
県
俳
句

　

大
会

○
山
口
県
知
事
賞

　

廣
本　

博
さ
ん
（
伊
保
田
）

「
吊
り
橋
の
ゆ
れ
万
緑
の
山
動
く
」

　

小
・
中
学
生
が
宮
本
常
一
の
撮
影
し
た
写
真
を
調
べ
る
こ
と
に
よ
り
、

宮
本
常
一
へ
の
理
解
を
深
め
、
周
防
大
島
町
の
歴
史
や
地
域
の
変
遷
へ
の

興
味
・
関
心
を
高
め
る
た
め
に
、
コ
ン
ク
ー
ル
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

宮
本
常
一
が
撮
影
し
た
周
防
大
島
町
の
写
真
か
ら
は
、
た
く
さ
ん
の
情

報
が
読
み
と
れ
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
は
、
写
真
に
撮
ら
れ
た
場
所
や
人
物
、

く
ら
し
に
つ
い
て
、
地
域
の
方
々
や
家
族
か
ら
の
聞
き
取
り
調
査
を
行
っ

た
り
、
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
で
撮
影
し
て
そ
の
変
化
を
比
べ
る
な
ど
、
調
べ

方
を
工
夫
し
作
品
に
ま
と
め
ま
し
た
。

　

第
３
回
目
と
な
る
今
年
度
の
コ
ン
ク
ー
ル
に
は
52
点
（
88
人
）
の
応
募

が
あ
り
ま
し
た
。
教
育
長
賞
に
輝
い
た
の
は
、
油
田
小
学
校
の
３
・
４
年
生

全
員
が
取
り
組
ん
だ
「
あ
る
く　

み
る　

き
く　

油
田
地
区
」
と
沖
浦
中

学
校
３
年
平
原
直
人
君
が
調
べ
た
「
人
が
伝
え
て
い
く
こ
と　

写
真
が
伝

え
て
く
れ
る
も
の
」
の
２
点
で
す
。

　

油
田
小
学
校
の
作
品
は
、
み
ん
な
で
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
し
な
が
ら

地
域
の
移
り
変
わ
り
を
調
べ
た
も
の
で
、
そ
の
結
果
や
考
え
た
こ
と
は
授

業
の
中
で
発
表
し
ま
し
た
。
沖
浦
中
平
原
直
人
君
の
作
品
は
、
昔
の
写
真

と
現
在
の
写
真
を
も
と
に
、
家
族
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
、
地
域
の
変
遷
に

つ
い
て
の
自
分
の
考
察
を
加
え
て
パ
ソ
コ
ン
で
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

　

そ
の
他
、
学
校
全
体
で
取
り
組
ん
だ
作
品
や
道
具
を
中
心
に
調
べ
た
作

品
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
を
通
し
て
、
宮
本
常
一
が
実

践
し
た
「
あ
る
く　

み
る　

き
く
」
の
精
神
を
子
ど
も
た
ち
が
受
け
継
い

で
い
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。油田小学校の３・４年生の作品

沖浦中学校３年平原直人君の作品

平
成
20
年
度　

宮
本
常
一
が
撮
影
し
た
写
真
を
調
べ
る
コ
ン
ク
ー
ル

表彰を受ける津海木寿会
会長の新井さん


